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理論と実践の一体化を目指した学び

音楽教育教育講座・木村 勢津

１．授業の目的

小学校音楽科に必要な「表現」「鑑賞」

領域について、学習指導に必要な基礎的菱

木と技術を習得することを目的としてい

る。

２．授業の概要

「音楽史・理論」「日本の音・音楽」「伴

奏」「アンサンブル」「歌唱」の５つの視

点から理論・実技実践を中心に授業を展開

した。授業は、岸啓子、石塚真子、横山詔

八、田邉隆、木村勢津(筆者）がそれぞれ

の専門領域の立場から授業を担当し、各３

回の配分で授業を展開した。

本授業研究報告書は、筆者が担当した「歌

唱」領域（第 13 回～第 15 回）について報
告するものとする。

授業登録者数は、学校教育教員養成課程

68 名、障害児教育教員養成課程 17 名、生
活健康課程 2 名、情報文化課程 1 名、院生 1
名、科目等履修生 1 名、総数 90 名で、単
位取得者は 76 名であった。

３．理論と実践の一体化を目指した学び

本授業は、学校教育における合唱等の体

験を有してるが、専門的に学んだ経験のな

い受講者、すなわち声楽初心者を対象して

実施される。また、多人数かつ３回という

制約された授業時間の中で、受講生が、学

校教育現場で教えるに当たり、歌唱の基礎

基本を効率的に学び実践できるかという点

に重点を置き、授業を構築した。歌唱の基

本的技術を習得するためには、訓練が必要

であるが、３週間という短期間に技術の定

着が望めるものではない。そこで、声ので

るしくみ・変声・声域・声種・歌唱形態・

表現の意義等、歌唱指導に当たって、重要

と思われるキーワードを厳選し、キーワー

ドを中心に理論の説明を行うと同時に歌唱

演習やＶＴＲ等の鑑賞を通じて、具体的に

体験し、理論と実践を一体化する授業形態

を試みた。

授業の実施にあたって、毎回、用語の説明

や授業内容を記した資料を配布し、資料に

沿って概説し、その後、演習を行うという

方式を取った。

また、最終回の授業では、第１回目の授

業で予めグループ分けしておいた班によ

り、課題曲を演奏する時間を設けた。これ

は、歌唱に関する理論の実践に加え、声を

用いて表現することの意義、すなわち表現

を体感するための試みで、３週間に各グル

ープが話し合いや練習を通して、自分たち

らしさ（個性）を生かした演奏について考

察できる場を設けた。

４．授業への参加状況

全授業は３回のうち、３回の欠席者は、11
名(全員単位未習得者)、２回０名、１回３

名であった。平均出席率は 86.7 ％、３回
欠席者は全員、授業者担当の授業開始時に

試験受講資格の規定出席回数に達しておら

ず、この 11 名を除くと、出席率は 98.8 ％
となった。

５．授業評価

受講生の授業における興味関心を知る

学習状況（理解度・到達度）、疑問点、感

想等を記するフィードバックシートの提出

を全授業において課した。

設問は、１回のワークシートでキーワー

ドを中心に４～５項目とした。評価は、明

確に自分の理解度(到達度）を示すために、

「普通」の項目を設定せず、１．良く理解

出来た（できた）、２．ほぼ理解できた、

３．あまり理解できない、４．理解できな

い の４段階とした。自由記述では、その

設問に沿った感想が書かれる傾向が見られ

た。

以下、各授業におけるキーワードと代表



的設問とそれに関連する質問・感想を記す

る。

第 13 回 授業キーワード
①声のでるしくみ

②歌唱のための姿勢

③呼吸

④文部省唱歌

設問「歌唱のための姿勢」の理解度

＜感想＞

○普段の自分の姿勢の悪さに気づきまし

た。(他 17 名)
○姿勢を正しくすると気分もすっきりした

ような気分して、とても楽しく歌えた。

○呼吸、姿勢、声のでるしくみ等基本的な

ことから教えてもらったので、これから

歌っていく時に意識したい。

○歌うための土台作りとして姿勢を一つず

つ確認しました。～(中略)自分で声を出

していて、とても気持ちよく感じました。

○自分の姿勢が変わったのがわかった。自

分で気づいていなくても体が歌う状態に

なっている時となっていない時では、声

の出方も大きく変わってくると思った。

○歌唱のための姿勢、呼吸などちょっと難

しかったです。

○姿勢によって発声が違ってくるので、姿

勢はとても大事だなと思いました。

○歌う時の姿勢は、きちんとできていると

声の質とかもかわってくるのだなと感じ

ました。

○元々合唱団にいて、歌のしくみや声のし

くみはある程度知っていたので、理論は

わかりやすかった。

○歌うときの姿勢を実際にやってみて、ず

歌唱のための姿勢

あまり理解
できない,
1, 1%

理解できな
い, 0, 0%

よく理解で
きた, 45,
60%

ほぼ理解
できた, 30,
39%

っと維持していくのはとても大変だなぁ

と感じました。

○姿勢や声の出し方など、言われているこ

とはわかりましたが、自分できちんとで

きているかどうかが不安です。

出席者 76 名全員から回答を得た。よく
理解できた 45 名は、全体の 59.2 ％となり、
ほぼ理解できた 30 名を加えると理解でき
たと感じている者は、 98.7 ％となる。
また、歌唱のための正しい姿勢を具体的

に演習を行い、実際の歌唱を経験すること

により、感想にも書かれているように、自

分の問題点に気づいたり、姿勢を意識する

ことの重要性を知る糸口となっている。

第 14 回 授業キーワード
①声域の変化

②声種

③声による演奏の形態

④斉唱 ⑤輪唱 ⑥合唱

（④、⑤、⑥は③声による演奏の形態の設

問に対して、実際の演習でよく理解して

歌えたかどうかを設問）

第 14 回の授業においては、授業者は２
つの観点を持ち授業に臨んだ。

第１の観点は、変声に関する知識と理解

を深め、指導法に留意できる姿勢を養うこ

と。第２の観点として、声による演奏形態

の理解とその歌唱形態を演習を通じて体感

出来るということである。

設問「声域の変化」の理解度

声域の変化

あまり理解
できない,
0, 0%

理解できな
い, 0, 0%

よく理解で
きた, 38,
50%

ほぼ理解
できた, 38,
50%



設問「声による演奏形態」の理解度

設問「合唱実習」の到達度

＜感想＞

○声域や声種について詳しく分かり良かっ

た。

○あいまいだった声域と演奏形態の知識が

明らかになった。

○女の変声は初めて聞いたが、確かに小学

生の時、声が出づらい時期があった。(女

性、他変声について同様の表記 15 名)
○声帯が変化によって、声の高さが変わる

ことが、ギターやピアノのしくみと同じ

だと思った。

○嗄声や声種についてもとく見直しをして

復習をしておきたいと思います。

○変声における留意点や合唱の形態など大

変参考になりました。

○音楽を教える時、子供達の声帯の変化に

注意しなくてはならないと思いました。

○色々な歌をパートを替えて歌ってみて、

輪唱や合唱の体験もでき、楽しみながら

学ぶことができました。

合唱実習

あまりでき
ない, 4, 5%

できない,
0, 0%よくできた,

39, 52%

ほぼでき
た, 33, 43%

○実際に歌ってみると理解しやすく、楽し

かった。

○風邪をひいて、のどと鼻の調子が悪く、

少し辛い部分がありましたが、徐々に声

が出るようになると楽しかった。

第 14 回の授業も出席者全員 76 名から回
答を得た。

声域の変化に関する理解度は、授業者の予

想を超え、理解できたと回答する者が 50
％、ほぼ理解できたと回答した者を加える

と 100 ％の回答を得た。これは、事前に配
布した年齢による声域の変化に関する資料

等、資料の充実と附属小学校のコーラス部

の演奏や受講者の斉唱、合唱等の演習によ

り、理解を深めたものと推察される。

一方、声の演奏形態は、ほぼ理解できた

と回答した学生も加えると 99 ％の学生が
理解できたことになるが、実際の合唱演習

になると到達度は下がる。これは、風邪等

により身体的コンディションが整わない学

生がいたこと。また、自己の到達度に個人

差があることが、感想文から読み取れた。

第 15 回 授業キーワード
①発声練習の効用

②発表の準備

③演奏の自己評価

④演奏評価

（②、③は試験として行われたグループ発

表の事前準備と自己評価、④は他のグル

ープの発表に対する評価）

＜感想＞

○楽しかったです。みんなで１つのものを

作り上げることって、素晴らしいなと思い

ます。

演奏発表の自己評価

よくできた,
29, 39%

ほぼできた,
25, 35%

あまりできな
い, 10, 14%

無回答, 4, 6%
できない, 4,
6%

声による演奏形態

あまり理解
できない,
1, 1%

理解できな
い, 0, 0%

よく理解で
きた, 40,
53%

ほぼ理解
できた, 35,
46%



○「歌う」という概念が少し変わってきた。

足踏みをしながらや、グループ発表のよ

うに手をつないだり、手をたたきながら

など、声を出すだけでなく、身体全体を

つかってやる楽しさがわかった。

○私はおんちなので、音楽の授業の歌はあ

まり好きでなかったけど、今回は思い切

り楽しく歌えた気がする。

○歌を歌うことはキライではないし、でも

すごく好きというわけではありませんで

した。というのも、私は笑顔で楽しくと

いうことができなかったからです。でも

「先生が教師ははサービス業！」とおっ

しゃったように笑顔になるように身体を

動かしたり、足踏みしたりしたら、自然

と楽しいと思えるようになりました。

○今日は、自分の中で精一杯声を出して歌

うことができました。とても気持ちよか

ったし、みんなが頑張っている雰囲気の

中にいると自然に自分も頑張ろうという

気になれます。教師はあらゆるところで、

このような雰囲気になれるように支援し

なければならないとこの授業をとおして

学びました。

○音だけでなく、 “広がり ” “新たなものを

生み出す”ことができる音楽の力はすごい

なと思いました。

○練習不足で、満足な演奏ができなかった。

くやしい。

グループ発表については、約５％の学生

が無回答であった。全３回に実施したワー

クシートのすべての項目において、無回答

を得たのはこの項目のみである。また、

15 ％の受講生が、満足のいく演奏ができ
なかったと回答した点にも着目したい。

授業自体は、感想文から推し量る限り、歌

うこと、共に音楽を創ることを楽しいと体

感してくれる傾向にあることがわかった。

＜グループ演奏発表風景＞

６．今後の課題

フィードバックシートは、受講生の理解

度を知るばかりでなく、興味関心の傾向を

知るうえでも重要な資料となり、次回授業

の展開を考えるための材料となった。

授業開始時と終了時のアンケート調査を

行うことにより、授業全体の流れの中で、

学生の理解度や学習傾向が明確となり、次

回の授業構成に役立つと思わわれる。アン

ケートの実施方法および内容については、

今後多いに検討すべき点があると考える。

自己の演奏に対して、無回答とした学生

の気持ちを推し量り、対応できる授業展開

を考えたい。

更に、多人数受講生のため、個別指導が

叶わず、個々の技術の向上や歌唱上の疑問

にきめ細かく対応できていない。今後、こ

の点について、改善策を講じなければなら

ないと痛感した。


